
令和６（２０２４）年５月号

　登録型本人通知制度は、市が戸籍謄本などを本

１　日　時　６月２日（日）9時30分～12時 人以外の第三者に交付した場合に、交付した事実

２　ところ　三原市人権文化センター を本人にお知らせする制度です。

３　申込み　定員10名　先着順（5月1日(水)～5月29日(水)） 　戸籍謄本などの不正請求や不

４　参加費　700円 正取得の抑止に効果があるこの

５　メニュー①とうもろこしご飯　　④らっきょうのポテトサラダ 制度に一人でも多くの登録をよ

　　　　　　②もち米シューマイ　　⑤さつまいもプリン ろしくお願いします。

　　 　　　　　③春のミモザサラダ　　　　⑥さつまいもぷりん　　　　　　③なんちゃってホワイトソースグラタン　　　 　登録は市民課・各支所まちづ 市民課のホームペー

６　持参物　米１合･エプロン･三角巾･マスク･持ち帰り用容器 くり係・各人権文化センターへ ジに案内します。

　　 　

　

「誰 か」 の こ と じ ゃ な い 。 自 分 自 身 の こ と と し て 考 え よ う 。　

発行／三原市人権推進課

編集／三原市人権文化センター

所在地／三原市長谷一丁目６番１号

電話／0848-66-1111

FAX／0848-66-1112

人権相談員が相談をお受けします。

相談は無料で，秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

人権相談
◇ と き 土･日･祝日を除く10時～16時

◇ ところ 三原市人権文化センター

◇ 電 話 0848-66-1111

日 時 ５月29日（水）10時～11時

ところ 三原市人権文化センター大会議室

内 容 講座（体操の目的とポイント）30分

運動の実践 30分

講 師 三原市高齢者福祉課職員

定 員 50名（先着順）、申込み不要、参加費無料

問い合わせ先 三原市人権文化センター 0848-66-1111
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人権のひろば 

（市の責務） 

第４条
じょう

 市は、前
ぜん

条に規定
き て い

する基本
き ほ ん

理念
り ね ん

（以下「基本理念」という。）に則
のっと

り、必要
ひつよう

となる人権施策
し さ く

を

総合
そうごう

的
てき

かつ計画
けいかく

的
てき

に推進
すいしん

しなければならない。 

２ 市は、前項
ぜんこう

の規定による人権施策の推進に当
あ

たっては、国
くに

、地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

、市民、事業者及び関
かん

係
けい

機関
き か ん

と連携
れんけい

を図
はか

るものとする。 

【解説】 

  市は、基本計画を立
た

てて、関係機関と連携しながら、人権施策を進
すす

め、すべての分野
ぶ ん や

で一人
ひ と り

ひと

りの人権が尊重
そんちょう

されるよう取
と

り組
く

みます。市民や事業者向けの出前
で ま え

講座
こ う ざ

や講演会
こうえんかい

・研修会
けんしゅうかい

等
とう

を行
おこな

い、ひろく人権啓発
けいはつ

をはかります。 

 

（市民の責務） 

第５条 市民は、基本理念に則
のっと

り、互
たが

いの人権を尊重し、 自
みずか

らも人権意識
い し き

の高揚
こうよう

に努
つと

めるととも

に、市が実施
じ っ し

する人権施策
し さ く

に協 力
きょうりょく

するよう努
つと

めなければならない。 

【解説】 

  市民一人ひとりが、差別
さ べ つ

をなくすために、お互
たが

いを思
おも

いやる心
こころ

を持
も

って、人権を大切
たいせつ

にします。

そして、市が行う人権啓発活動
かつどう

や人権施策に主体的
しゅたいてき

に参加
さ ん か

します。 

※「基本理念」・・・すべての人が基本的人権をもっているかけがえのない個人
こ じ ん

として尊重されなければならないと

の考
かんが

えの下
もと

、差別のない、誰
だれ

もが真
しん

に大切
たいせつ

にされるまちを実現
じつげん

すること。 

 ５月
がつ

１日
にち

～７日 憲法
けんぽう

週間
しゅうかん

 

 日本
に ほ ん

国
こく

憲法が 1947 年５月３日に施行され、この日を含
ふく

む５月１日から７日までを憲法週間として

います。憲法には「国民
こくみん

主権
しゅけん

」「平和
へ い わ

主義
し ゅ ぎ

」「基本的
きほんてき

人権の尊重
そんちょう

」という三
さん

大
だい

理念
り ね ん

が掲
かか

げられていて、憲

法第 11 条では、「～中 略
ちゅうりゃく

～基本的人権は、侵
おか

すことの出来
で き

ない永久
えいきゅう

の権利として、現在
げんざい

及
およ

び将来
しょうらい

の国民に与
あた

えられる。」と明記
め い き

されています。人権は、すべての人が幸福
こうふく

な人生
じんせい

を送
おく

るために欠
か

かす

ことのできないものであり、人類
じんるい

が長
なが

い歴史
れ き し

で積
つ

み上
あ

げてきた普遍
ふ へ ん

の権利です。人権と私たちの暮
く

ら

しとの結
むす

びつきについて、憲法週間をいい機会
き か い

として見
み

つめてみてはいかがでしょうか？ 

「すべての三原
み は ら

市民
し み ん

の人権
じんけん

が尊重
そんちょう

されるまちづくり条例
じょうれい

」が2023年
ねん

10月
がつ

1日
にち

に施行
し こ う

されました。

条例では、市
し

・市民
し み ん

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の三者
さんしゃ

の責務
せ き む

が規定
き て い

されていますが、今回
こんかい

は、市の責務と市民の責務に

ついて解説
かいせつ

していきます。                                       【 第
だい

３回
かい

 】 


